
（３）基本目標３　子育ての喜びを実感し、子どもとともに成長できる機会の充実 〔網 掛 け〕　 重点施策

３－（１）　親の学びの機会の充実 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等

【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1

母親学級・両親学級 拡充

妊娠・出産・育児についての正しい知識
の普及、不安の解消及び仲間づくりの
場を提供することを目的に、マタニティス
クールとプレパパママスクールを開催し
た。

妊娠・出産・育児についての正しい知識
の普及、不安の解消及び仲間づくりの
場を提供することを目的に、マタニティス
クールとプレパパママスクールを開催し
た。

総合保健センター

（１－（１）－１５の再掲） ・マタニティスクール ・マタニティスクール
延実施回数 １８回　参加人数 ２９７人 延実施回数 １８回　参加人数 ２９７人

　 ・プレ・パパママスクール ・プレ・パパママスクール
実施回数　１０回　　参加人数　２９２人 実施回数　１０回　　参加人数　３４８人

2 育児関連講座 継続 中央公民館

　 （２－（２）－２４の再掲）

　２１講座　８７回 　２０講座　７６回
　参加者延べ２，３５６人 　参加者延べ１，３３４人

　 　

3 家庭教育講座 拡充 中央公民館

（２－（３）－５の再掲）

　 　 　２３講座　１０４回 　２８講座　１１４回　
　参加者延べ２，３７４人 　参加者延べ２，４３４人

　 〔網 掛 け〕　 重点施策

３－（２）　親の社会参画の機会の充実 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等

【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1 「つどいの広場」 新規 保育課
　

【１０箇所】

2 家庭教育学級 継続 生涯学習課

（２－（３）－４の再掲）

3 イベント等への参加促進 新規 全庁的に対応

2,851 2,820 既に実施している川越福祉センターを
午後も実施した。
本年度２箇所開設する予定

7月から川越福祉ｾﾝﾀｰ、南古谷第二保
育園、笠幡菜の花保育園（法人園）の3
箇所で事業を開始した。
                   【３箇所】

６月から新たに高階保育園、神明町保
育園で事業を開始した。
                   【５箇所】

家庭教育に関する講演会や学習会を実
施した。

Ａ 0

－

－

B 2,189

家庭教育に関する講演会や学習会を実
施する。

0 0年度当初に庁内関係各課へイベント等
の際の託児についての配慮を文書で依
頼した。

年度当初に庁内関係各課へイベント等
の際の託児についての配慮を文書で依
頼した。
託児実施課１８課　　実績７２９名（延べ
人数）

年度当初に庁内関係各課へイベント等
の際の託児についての配慮を文書で依
頼した。
託児実施予定課１７課　　託児実施予定
５８１名（延べ人数）

保護者に対して家庭教育に関する学習
の機会を提供するため、ＰＴＡに家庭教
育に関する講座の実施を委託した。
・55校ＰＴＡ

保護者に対して家庭教育に関する学習
の機会を提供するため、ＰＴＡに家庭教
育に関する講座の実施を委託した。
・54校ＰＴＡ

Ａ 保護者に対して家庭教育に関する学習
の機会を提供するため、ＰＴＡに家庭教
育に関する講座の実施を委託する。
・54校ＰＴＡ

0 0

－

所　管　課

母親学級・両親学級については、妊婦
やその夫に、妊娠、出産、育児等につい
て学習していただくことにより、積極的に
出産に臨んでもらうことができた。今後
の課題としては、実施日を夏休みや冬
休みに設定するなど、参加しやすいよう
工夫することである。

A－

－ 　－ －

－ －

　－

予算額 所　管　課

№ 事　　業　　名 目標 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額

№ 事　　業　　名 目標 予算額

育児に関する情報や親子でふれあいを
深める学習機会を提供した。

育児に関する情報や親子でふれあいを
深める学習機会を提供した。

－ －

決算額 予算額

－ －

決算額

　－

－ － －

－ 家庭教育に関する講演会や学習会を実
施した。

1,641 1,314

A

－育児に関する情報や親子でふれあいを
深める学習機会を提供する。

Ｂ
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（４）基本目標４　仕事と子育ての両立を支援する施策の充実 〔網 掛 け〕　 重点施策

４－（１）　多様な働き方の実現及び男性を含めた働き方の見直し 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等

【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1 育児休業取得等の推進・啓発 拡充 商工振興課

　

 
　 　

2 ハローワーク求人情報の提供 継続 商工振興課

　 　

　 　

3 求職相談 継続 商工振興課
　

　 　 32,000

4 資格・技能情報の収集と提供 継続 商工振興課

180,000
88,000

5 国・県の機関との連携 継続 商工振興課

100,000
250,000

6 労働基本調査 継続 商工振興課

7 労働相談 継続 商工振興課

№ 事　　業　　名 目標 予算額 決算額 予算額 決算額

0

予算額 所　管　課

労働法サマーセミナー、労働学院、労働
安全衛生セミナー及び（財）２１世紀職
業財団との共催講座等において育児休
業取得等の推進・啓発リーフレット等を
配布した。

各種講座での啓発リーフレットの配布に
加え、中小企業退職金共済掛金補助申
請をした事業所に資料を配布した。

講座受講者及び補助金等申請事業所
に啓発資料を配布する。

本庁、出張所、南連絡所、女性会館、サ
ンライフ川越において、ハローワーク川
越求人情報を毎週更新し提供した。

本庁、出張所、南連絡所、女性会館、サ
ンライフ川越において、ハローワーク川
越求人情報を毎週更新し提供した。
１１月からは、市ホームページでも情報
提供を開始した。

本庁、出張所、南連絡所、女性会館、サ
ンライフ川越及び市ホームページにお
いて、ハローワーク川越求人情報を毎
週更新し提供する。

Ａ

Ａ

0

ハローワーク川越と協力して高年齢者
職業相談室において求職相談をおこ
なった。
相談件数７，３３２件　就職件数８６６件

ハローワーク川越と協力して高年齢者
職業相談室において求職相談をおこ
なった。
相談件数７，５８２件　就職件数９１６件

高年齢者職業相談室に変わるものとし
て、主に団塊世代を対象としたキャリア
カウンセリング、ライフプランセミナーを
開催予定。
キャリアカウンセリング月２回
ライフプランセミナー年２回

インターネットを利用した彩の国仕事発
見システムを常時閲覧可能にして求人
情報を提供した。
県就職支援プラザを連携して就職支援
セミナーを開催した。
参加者１８名

主に勤労者を対象にパソコン基礎講座
を２回、宅建基礎講座を開催した。
第１回パソコン基礎講座　参加者延べ７
０名
第２回パソコン基礎講座　参加者延べ６
７名
宅建基礎講座　参加者延べ８７名
彩の国仕事発見システムによる求人情
報を提供した。

技術取得のための講座を６回程度開催
予定。
彩の国仕事発見システムによる求人情
報提供を引き続き実施。

Ｅ

Ａ

1,063 928

ハローワーク川越等と連携して若年者
を対象とした若者就職面接会を開催し
た。
参加事業所３８社　参加者１１９名
県西部産業労働センターと連携して労
働法等に関する講座を開催した。
労働法サマーセミナー他
　　　　　　　　　　　　　延べ参加者２５８名

ハローワーク川越等と連携して若年者
を対象とした若者就職面接会を予定よ
り増やし２回開催した。
第１回　参加事業所４０社　参加者９１名
第２回　参加事業所２２社　参加者１５１
名
県西部産業労働センターと連携して労
働法等に関する講座を開催した。
労働法サマーセミナー他
　　　　　　　　　　　　　延べ参加者３７４名

若者就職面接会を２回、労働法サマー
セミナー、労働学院、労働安全衛生セミ
ナー等をそれぞれ開催予定。

平成１６年度に実施。次回は２０年度予
定。

平成１６年度に実施。次回は２０年度予
定。

平成１６年度に実施。次回は２０年度予
定。

Ｄ

Ａ519

0

勤労者、事業主双方を対象に社会保険
労務士等による労働相談を実施した。
１２回開催　相談７件

勤労者、事業主双方を対象に社会保険
労務士等による労働相談を実施した。
１２回開催　相談７件

勤労者、事業主双方を対象に社会保険
労務士等による労働相談を実施する。
１２回開催予定

Ａ120120

292 432

581

0 0 0

852

0

138 112

695

408

0

0 0

2,072 2,049

0 0

276

000

690

120120120
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8 一般事業主との連絡協議会 新規 子育て支援課

9 女性の就労支援事業 継続 女性会館

　 〔網 掛 け〕　 重点施策

４－（２）　仕事と子育ての両立の推進 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等

【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1 ファミリー・サポート・センター事業 拡充 依頼会員　　　　　５８５名 依頼会員　　　　　７１４名 依頼会員　　　　　８９０名 保育課

（５－（１）－８に掲載）　 提供会員　　　　　２１４名 提供会員　　　　　２６９名 提供会員　　　　　３３０名
依頼提供会員　　　２５名 依頼提供会員　　　２８名 依頼提供会員　　　３０名
活動件数　　　５，５１０件 活動件数　　　５，４７５件 活動件数　　　５，３００件

課題：取扱い窓口が１箇所しかないので
       地域の為に増設する。

2 学童保育事業 拡充 教育財務課
（５－（１）－１の掲載）

１，８２４人 １，８５０人 ２，０８２人

3 病後児保育事業（施設型） 新規 開設に向けて、調査研究を行った。 開設に向けて、調査研究を行った。 平成２０年度の開設に向けて、関係団体 保育課

（５－（１）－２に掲載） 調整を図る。
【０箇所・０人】 【０箇所・０人】 【１箇所・１０人】

4 一時保育事業 拡充 公立保育所５園、法人立保育所１園で 公立保育所５園、法人立保育所４月時 法人立保育所に対し、平成２０年度の 保育課

（５－（１）－３に掲載） 実施。 ３園、７月時１園、１０月から１園、計５園 新規事業実施について打診。
法人立保育所に対し、平成18年度に新 で実施。
規実施希望があるか打診。

5 特定保育事業 新規 一時的保育事業の「非定型型保育サー 一時的保育事業の「非定型型保育サー 通常保育事業と一時的保育事業と特定 保育課
（５－（１）－４に掲載） ビス事業」として特定保育事業に相当す ビス事業」として特定保育事業に相当す 保育事業をどのように区分し、実施するか

る事業を実施。 る事業を実施。 を検討。

6 「つどいの広場」 新規 保育課
（３－（２）－１に掲載）

【１０箇所】

- -

0 0 0 0

B -

0

- -

- - 既に実施している川越福祉センターを
午後も実施した。
本年度２箇所開設する予定

7月から川越福祉ｾﾝﾀｰ、南古谷第二保
育園、笠幡菜の花保育園（法人園）の3
箇所で事業を開始した。
                   【３箇所】

６月から新たに高階保育園、神明町保
育園で事業を開始した。
                   【５箇所】

-

-

-

0

1,309

A

-

- -

-

-

川越市に本社がある３０１人以上雇用し
ている事業主を対象に会議を開催した。
２回開催　参加事業主　延べ４社

川越市に本社がある３０１人以上雇用し
ている事業主を対象に会議を開催した。
２回開催　参加事業主　延べ４社

女性の就労支援や資格取得を目的とし
た講座を実施する。
・宅建基礎講座　　　２５回
・社会保険労務教室　１５回
・福祉住環境コーディネーター３級講座
８回
・日商簿記３級講座　２０回
・カラーコーディネーター３級講座　９回
・女性の再就職支援事業　　１回
・女性の再就職のためのパソコン基礎
講座　１２回

保護者の就労等により、放課後の家庭
が常時留守になっている児童を、市内３
３学童保育室で保育する。

A女性の就労支援や資格取得を目的とし
た講座を実施した。
・福祉住環境コーディネーター３級講座
８回　延べ２３１人
・日商簿記３級講座　２０回　延べ５６０
人
・ビジネス実務法務３級講座　１５回　延
べ２２１人
・カラーコーディネーター３級講座　９回
延べ２５５人
・POPレタリング講座　１０回　延べ１４６
人
・Rｅ・Ｂｅワークセミナー　２回　述べ３２
人
・女性の再就職のためのパソコン基礎
講座　１２回　延べ２０５人
・就労支援セミナー　　１回　２０人

女性の就労支援や資格取得を目的とし
た講座を実施した。
・社会保険労務教室　１５回　延べ２９３
人
・日商簿記３級講座　２０回　延べ５９６
人
・ビジネス実務法務３級講座　１５回　延
べ４５２人
・福祉住環境コーディネーター３級講座
８回　延べ２６８人
・女性の再就職のためのパソコン基礎
講座　６回　延べ５８人
・就労支援講座　　１回　９人

保護者の就労等により、放課後の家庭
が常時留守になっている児童を、市内３
３学童保育室で保育した。

保護者の就労等により、放課後の家庭
が常時留守になっている児童を、市内３
３学童保育室で保育した。

Ｃ

A

A

Ａ

№ 事　　業　　名 目標 予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 所　管　課

1,148

参加事業主が少ないので、参加対象を
広げて協議会等を開催するとともに、関
係機関と協力して、計画の円滑な推進
を図る。

0 0

-

-- - -

- - -

-

885 885 1,148

-

Ｃ0 0
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7 法人立保育所への支援 拡充 民間保育所の運営の充実と進行を図る 民間保育所の運営の充実と進行を図る 民間保育所の運営の充実と進行を図る 保育課
（５－（２）－７に掲載） ため、各種事業等の実施に係る経費を ため、各種事業等の実施に係る経費を ため、各種事業等の実施に係る経費を

助成した。 助成した。 助成する。

8 家庭保育室委託事業 拡充 保育課
（５－（２）－８に掲載）

9 認可外保育施設への助成制度 拡充 保育課
（５－（２）－９に掲載）

10 認可外保育施設等の認可化支援 拡充 事案なし 事案なし 認可外の保育施設が認可化を行なう 保育課
（５－（２）－１０に掲載） ために施設整備を行う場合、国が規定

する施設整備補助事業に該当する場合
に、国の補助に併せて市からも補助を
行なう。

11 幼稚園での預かり保育事業 拡充 （人数割） （人数割） （人数割） 保育課
（５－（２）－１１に掲載） １～２歳児　300,000×30＝9,000,000 １～２歳児　300,000×42＝12,600,000 １～２歳児　300,000×39＝11,700,000

３歳以上　　170,000×326＝55,420,000 ３歳以上　　170,000×324＝55,080,000 ３歳以上　　170,000×359＝61,030,000
長期休業加算
27園×300,000＝8,100,000

長期休業加算
27園×300,000＝8,100,000

長期休業加算
30園×300,000＝9,000,000

施設経費補助
29園×400,000＝11,600,000

施設経費補助
29園×400,000＝11,600,000

施設経費補助
30園×400,000＝12,000,000

- - - - -

-

-

-

-

--- -

- -

- - - -

- -

A

家庭保育室以外の認可外保育施設へ
の助成制度について調査・研究を行っ
た。

家庭保育室以外の認可外保育施設へ
の助成制度について調査・研究を行っ
た。

県及び他市の動向を踏まえ、検討する。

家庭保育室に入室している児童の保護
者の保育料
負担額が認可保育園に比べて高い傾
向にあること等から入室率が７割程度と
なっている。家庭保育室の運営の安定
化及び保護者の保育料負担額の公平
性から保育料軽減費の見直しを図る必
要がある。

・委託費、研修費、保育補助者推進費
の単価を増額した。
・第二子軽減費の適用範囲を拡大
平成１７年度入所児童数（延べ）2743名
　　　（市外委託分含む）
平成１７年度入所率６７．５％

・保育料軽減費の一部改正を実施した。

平成18年度入所児童数（延べ）2739名
　　　（市外委託分含む）
平成18年度入所率76．4％

Ｂ

A

D

B

- - - -
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（５）基本目標５　子育てを地域で支える仕組づくりの推進 〔網 掛 け〕　 重点施策

５－（１）　地域における子育て支援サービスの充実 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等
【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1 学童保育事業 拡充 367,949 354,609 410,565 - 451,777 教育財務課
　

 

　 　 【１，８２４人】 【１，８５０人】 【２，０８２人】

2 病後児保育事業（施設型） 新規 開設に向けて、調査研究を行った。 開設に向けて、調査研究を行った。 平成２０年度の開設に向けて、関係団体 保育課

　 　 調整を図る。
【０箇所・０人】 【０箇所・０人】 【１箇所・１０人】

　 　

3 一時保育事業 拡充 公立保育所５園、法人立保育所１園で 公立保育所５園、法人立保育所４月時 法人立保育所に対し、平成２０年度の 保育課
　 実施。 ３園、７月時１園、１０月から１園、計５園 新規事業実施について打診。

　 　 で実施。

【６箇所・60人】 【１１箇所・１１０人】 【２４箇所・１２０人】
4 特定保育事業 新規 一時的保育事業の「非定型型保育サー 一時的保育事業の「非定型型保育サー 通常保育事業と一時的保育事業と特定 保育課

ビス事業」として特定保育事業に相当す ビス事業」として特定保育事業に相当す 保育事業をどのように区分し、実施するか
る事業を実施。 る事業を実施。 を検討。
【６箇所・60人】 【１１箇所・１１０人】 【２４箇所・１２０人】

5 地域子育て支援センター事業 拡充 電話相談（毎週月・水・金曜日） 電話相談（毎週月・水・金曜日） １９年度より支援室の利用時間を延ばして 保育課

育児相談（毎週月・水曜日） 育児相談（毎週月・水曜日） 実施する。
子育て情報紙「わくわく」の発行　月１回 子育て講座（公民館と共催）
子育て講座（公民館と共催） 子育てボランティアの育成支援
保育ボランティアの養成 サークル支援・育成、その他の支援（講 名細支援室（9:30-12:00  13:00-16:30）

月～金
サークル支援・育成、その他の支援（講 習会等）
習会等）・子育て情報紙の発行 【６箇所】 【５箇所】
【3　箇所】

6 拡充 支援センター…下田保育園、バンビ保 支援センター…今成支援室、名細支援 支援センター…今成支援室、名細支援 保育課

　　　　　　　　　　育園、風の子保育園、 　　　　　　　　　　室、下田保育園、むさし 　　　　　　　　　　室、下田保育園、むさし
　　　　　　　　　　今成支援室、名細支 　　　　　　　　　　の保育園、増美保育、 　　　　　　　　　　の保育園、増美保育、
　　　　　　　　　　援室 　　　　　　　　　　バンビ保育園、風の子 　　　　　　　　　　バンビ保育園、風の子
つどいの広場…笠幡菜の花保育園、 　　　　　　　　　保育園 　　　　　　　　　　保育園
　　　　　　　　　　南古谷第二保育園 つどいの広場…笠幡菜の花保育園、南 つどいの広場…笠幡菜の花保育園、南
　　　　　　　　　　川越福祉センター 　　　　　　　　　古谷第二保育園、神明 　　　　　　　　　　古谷第二保育園、神明

　　　　　　　　　町保育園、高階保育園 　　　　　　　　　　町保育園、高階保育園
　　　　　　　　　川越福祉センター 　　　　　　　　　　川越福祉センター

【２８箇所】 【３０箇所】 【３４箇所】
7 「つどいの広場」 新規 保育課
（３－（２）－１の再掲）

【１０箇所】

8 ファミリー・サポート・センター事業 拡充 依頼会員　　　　　５８５名 依頼会員　　　　　７１４名 依頼会員　　　　　８９０名 保育課

提供会員　　　　　２１４名 提供会員　　　　　２６９名 提供会員　　　　　３３０名
依頼提供会員　　　２５名 依頼提供会員　　　２８名 依頼提供会員　　　３０名
活動件数　　　５，５１０件 活動件数　　　５，４７５件 活動件数　　　５，３００件

課題：取扱い窓口が１箇所しかないので
地域の為に増設する。

――

― ―

- -

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

予算額予算額 所　管　課

Ｃ

保護者の就労等により、放課後の家庭
が常時留守になっている児童を、市内３
３学童保育室で保育する。

決算額 予算額 決算額№ 事　　業　　名 目標

法人立保育所に対し、平成18年度に新
規実施希望があるか打診。

保護者の就労等により、放課後の家庭
が常時留守になっている児童を、市内３
３学童保育室で保育した。

- ６月から新たに高階保育園、神明町保
育園で事業を開始した。
                   【５箇所】

保護者の就労等により、放課後の家庭
が常時留守になっている児童を、市内３
３学童保育室で保育した。

7月から川越福祉ｾﾝﾀｰ、南古谷第二保
育園、笠幡菜の花保育園（法人園）の3
箇所で事業を開始した。
                   【３箇所】

0 0 0 0 0

―――

―

―――

― ―

今成支援室（9:15-12:00 14:45-16:30)月
～金

―

― ― ―

―

―

12,67811,411

B

A

B

-既に実施している川越福祉センターを
午後も実施した。
本年度２箇所開設する予定

15,953

―

11,82715,285

-

保育所による地域子育て
　　　　　　　　　　　支援事業
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9 家庭児童相談 拡充 子育て支援課

子育て支援課

1,453 1,378 1,360 1,278 1,335 男女共同参画課

・カウンセリングルーム　51回187件 ・カウンセリングルーム　51回180件 ・カウンセリングルーム　50回200件

　 〔網 掛 け〕　 重点施策

５－（２）　保育サービスの充実 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等
【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1 通常保育事業 拡充 公立保育所２０園、定員数１７３０人 公立保育所２０園、定員数１７３０人 認可保育所の定員数の増加に努める。 保育課

　 延べ入所児童数：２０７８７人 延べ入所児童数：２１１００人
法人立保育所１２園、定員数７９０人 法人立保育所１３園、定員数８６５人
延べ入所児童数：１０２６９人 延べ入所児童数：１０３７３人

注）定員数は１０月１日以降 　
【２，５２０人】 【２，５９５人】 【３，０９８人】

2 延長保育事業 拡充 平成１７年７月から公立保育所の全てで 平成１７年７月から公立保育所の全てで 平成１７年７月から公立保育所の全てで 保育課

　 １時間（高階保育園は２時間）の延長保 １時間（高階保育園は２時間）の延長保 １時間（高階保育園は２時間）の延長保
育を実施 育を実施 育を実施予定
民間保育所では、１２園中１１園で実施 民間保育所では、１３園中１１園で実施 民間保育所では、１３園中１２園で実施
実施園については、所要額を助成 実施園については、所要額を助成 実施園については、所要額を助成予定

【３１箇所・５４５人】 【３１箇所・５８９人】 【３５箇所・１，０９０人】

3 統合保育事業 拡充 保育所において障害児保育を実施 保育所において障害児保育を実施 保育所において障害児保育を実施予定 保育課

　 平成１７年４月時：６３人 平成１８年４月時：７５人 平成１９年４月時：７７人

4 土曜保育事業 新規 保育課

　

試行事業の内容等を検討

5 産休明け保育事業 新規 産休明け保育の実施について検討 産休明け保育の実施について検討 産休明け保育の実施について検討 保育課

6 公立保育所の運営方法の検討 新規 保育課

　
C

Ａ

B

№ 事　　業　　名 目標

10 母子自立支援員が母子家庭等の様々
な悩みや生活全般についての相談を受
けつけた。
母子家庭相談件数　3,533件

・女性のためのからだの相談
　　　　　　　　　　　　　　　　24回20件

平成１７年７月から名細第二保育園に
おいて午後６時３０分までの保育を試行
事業として実施。

0 0

― ―

――

0

0 0

所　管　課

A

A

―

0 0

決算額 予算額 決算額

子どもの発達に関すること、学校生活
（幼稚園、保育園等も含む）、家族関係
などの相談に応じた。また、子育て講演
会を実施した。
・相談件数　　　　　３，５５８件
・子育て講演会　　１回　７９名

母子自立支援員が母子家庭等の様々
な悩みや生活全般についての相談を受
けつけた。
母子家庭相談件数　4,856件

・川越市社会福祉審議会児童福祉分科
会、川越市次世代育成支援対策地域協
議会においての検討

・川越市社会福祉審議会児童福祉分科
会、川越市次世代育成支援対策地域協
議会においての検討

・女性のためのからだの相談
　　　　　　　　　　　　　　　　12回17件

女性の人権を守り、女性が抱えるさまざ
まな問題を解決するために相談に応じ
た。

女性の人権を守り、女性が抱えるさまざ
まな問題を解決するために相談に応じ
た。

平成１７年７月から名細第二保育園に
おいて午後６時３０分までの保育を試行
事業として実施。

予算額

0 0

4,971

― ― ― ― ―

女性の人権を守り、女性が抱えるさまざ
まな問題を解決するために相談に応じ
る。

予算額

子どもの発達に関すること、学校生活
（幼稚園、保育園等も含む）、家族関係
などの相談に応じる。

子どもの発達に関すること、学校生活
（幼稚園、保育園等も含む）、家族関係
などの相談に応じた。また、子育て講演
会を実施した。
・相談件数　　　　　３，４０４件
・子育て講演会　　１回　８６名

Ａ

A

試行事業の検討結果を踏まえ、他の公
立保育所の実施を予定

― ―

―――

5,051 4,938

女性のための相談事業 継続

5,081 4,971

0・川越市社会福祉審議会児童福祉分科
会、川越市次世代育成支援対策地域協
議会においての検討

6,908 6,918

― ―

―― ―

C

・女性のためのからだの相談
　　　　　　　　　　　　　　　　12回30件

A

新たに就業支援相談員兼母子家庭自
立支援プログラム策定員を配置し、相
談体制の充実を図る。

6,9076,945 6,950
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7 法人立保育所への支援 拡充 保育課

　

8 家庭保育室委託事業 拡充 170,782 141,772 149,025 138,304 171,018 保育課
　

9 認可外保育施設への助成制度 拡充 県及び他市の動向を踏まえ、検討する。 保育課

　

10 認可外保育施設等の認可化支援 拡充 事案なし 事案なし 認可外の保育施設が認可化を行なう 保育課

　 ために施設整備を行う場合、国が規定
する施設整備補助事業に該当する場合
に、国の補助に併せて市からも補助を
行なう。

11 幼稚園での預かり保育事業 拡充 （人数割） 75,190 84,120 （人数割） 80,000 87,380 （人数割） 93,730 保育課
　 １～２歳児　300,000×30＝9,000,000 １～２歳児　300,000×42＝12,600,000 １～２歳児　300,000×39＝11,700,000

３歳以上　　170,000×326＝55,420,000 ３歳以上　　170,000×324＝55,080,000 ３歳以上　　170,000×359＝61,030,000
長期休業加算
　　　　27園×300,000＝8,100,000

長期休業加算
　　　　27園×300,000＝8,100,000

長期休業加算
　　　　30園×300,000＝9,000,000

施設経費補助
　　　　29園×400,000＝11,600,000

施設経費補助
　　　　29園×400,000＝11,600,000

施設経費補助
　　　　30園×400,000＝12,000,000

12 保育士研修 継続 1,500 1,450 1,490 1,430 1,485 保育課

・乳児保育研修　３回　参加者400人
・障害児保育研修　　４回　参加者500人
・こどもの病気予防救急法の研修
　　　　　　　　　　　　4回　参加者400人
・食育に関する研修　3回　参加者300人
・心とからだの発達に関する研修
　　　　　　　　　　　　３回　参加者450人　

13 新規 事案なし ― ― ①川越市立保育園福祉サービス第三者 500 459 ①川越市立保育園福祉サービス第三者 500 保育課

評価事業・・・　（１園実施） 評価事業・・・（１園実施）
②民間保育園福祉サービス第三者評価 120 0 ②民間保育園福祉サービス第三者評価 120
事業補助金・・・（１園実施）未実施 事業補助金・・・課題は、民間保育園が

事業への協力が必要である。

14 認証保育所制度の検討 新規 保育課

B

0

― ―

保育サービス評価の仕組の導入検
討

・委託費、研修費、保育補助者推進費
の単価を増額した。
・第二子軽減費の適用範囲を拡大
平成１７年度入所児童数（延べ）2743名
　　　（市外委託分含む）
平成１７年度入所率６７．５％

民間保育所の運営の充実と進行を図る
ため、各種事業等の実施に係る経費を
助成した。

家庭保育室以外の認可外保育施設へ
の助成制度について調査・研究を行っ
た。

民間保育所の運営の充実と進行を図る
ため、各種事業等の実施に係る経費を
助成した。

― ―

― ―

00

公立・法人・家庭保育室の保育士の研
修を実施

引き続き先進的な取り組みについて調
査・研究を行うとともに市内の認可外保
育施設の状況分析を行った。

国の認定こども園制度が創設されたの
で、認証保育所制度との整合性につい
て検討する。

0

― ―

・保育料軽減費の一部改正を実施した。
平成18年度入所児童数（延べ）2739名
（市外委託分含む）
平成18年度入所率76．4％

D

A

B

A

B

公立・法人・家庭保育室の保育士の研
修を実施した。
乳幼児保育研修など１２回、延べ約２１
００人が参加した。また市内の認可外保
育施設の保育従事者等を対象に県・さ
いたま市等と共催で研修会を実施した。

公立・法人・家庭保育室の保育士の研
修を実施した。
乳幼児保育研修など１２回、延べ約２１
００人が参加した。また市内の認可外保
育施設の保育従事者等を対象に県・さ
いたま市等と共催で研修会を実施した。

東京都、横浜市、さいたま市等の認可
外保育施設に関する各種制度の調査・
研究を行った。

家庭保育室以外の認可外保育施設へ
の助成制度について調査・研究を行っ
た。

―

0B

民間保育所の運営の充実と進行を図る
ため、各種事業等の実施に係る経費を
助成する。

―

家庭保育室に入室している児童の保護
者の保育料負担額が認可保育園に比
べて高い傾向にあること等から入室率
が７割程度となっている。
家庭保育室の運営の安定化及び保護
者の保育料負担額の公平性から保育
料軽減費の見直しを図る必要がある。

Ａ

0 0 0 0 0
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　 〔網 掛 け〕　 重点施策

５－（３）　子どもの健全育成の取組 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等

【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

特になし 0 0 他の自治体の子ども条例の研究 0 0 他の自治体の子ども条例の研究
0 教育指導課
人権推進課
青少年課

  子育て支援課

     

   

    

2 人権保育 拡充 保育課

　 0 0 0 0 0

3 児童手当 継続 ・児童手当制度の周知に努めた。 0 0 ・児童手当制度拡充の周知を図った 1,494 1,128 ・市ホームページの整備 0 子育て支援課

 270

・電子申請の受付を開始した 0 0 （該当者に個別通知を郵送）

1,400 1,399 1,901 1,843 2,160

4
就園奨励費 継続

保護者の経済的負担を軽減することができた 337,607 336,297 新条件導入により、保護者への補助が
拡充した

345,261 345,230 国基準に従って、保護者の経済的負担
をさらに軽減できるように努める

370,923 教育財務課

　支給合計 6,037 名　　 　支給合計 6,052 名
　（うち新条件該当 611 名）

5 スポーツ少年団 継続 市民スポーツ課

（２－（３）－７の再掲）

6 学校体育施設開放事業 継続 市民スポーツ課

（２－（３）－８の再掲）

7 地域組織活動への研修 拡充 総合保健センター

8 児童館 拡充 3,300 青少年課

Ａ

・児童手当制度拡充（乳幼児加算）の周
知

・予算上の支給対象児童数
　　　　　　　　　　　合計：３３２，３２１人

0

-

Ａ

0

A

1

№ 事　　業　　名 目標

新規

子どもに関する条例

川越市人権保育推進委員会に対する
助成を行うとともに保育所の人権保育を
推進した。

・支給対象児童数
　　　　　　　　　合計：２５２，０７７人

川越市人権保育推進委員会に対する
助成を行うとともに保育所の人権保育を
推進する。

予算額 予算額

C

所　管　課決算額

0 0 A

A

・自治体によってﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの情報量に
差があることから、厚生労働省のﾎｰﾑ
ﾍﾟｰｼﾞを充実させてもらうよう要望した。

子どもたちに、多くの種目のスポーツを
経験させ、体力の向上を図るため、体育
祭や体力テスト会を開催した。
参加者数合計　３，４５４名

子どもたちに、多くの種目のスポーツを
経験させ、体力の向上を図るため、体育
祭や体力テスト会を開催した。
参加者数合計　３，３９０名

地域住民のスポーツやレクリエーション
活動の場の確保を図るため、市内の小
学校及び中学校の体育施設を住民に
開放した。学校体育施設開放参加人数
２３２，４４０名。霞北プール開放参加人
数３，１３０名。学校プール開放参加人
数２１９名。

決算額

・支給対象児童数
　　　　　　　　合計：３３３，８１１人

地域住民のスポーツやレクリエーション
活動の場の確保を図るため、市内の小
学校及び中学校の体育施設を住民に
開放した。　学校体育施設開放参加人
数２７３，４６８名。霞北プール開放参加
人数３，９３０名。学校プール開放参加
人数２１６名。

・平成１９年度児童手当制度の拡充に
つき、通知書を住民にわかり易い様式
にしてもらえるよう要望した。

0

0 0

川越市人権保育推進委員会に対する
助成を行うとともに保育所の人権保育を
推進した。

-

予算額

-

-

子どもたちに、多くの種目のスポーツを
経験させ、体力の向上を図るため、体育
祭や体力テスト会を開催する。

-

-

保健推進員に対する研修会を実施した
ことにより、保健推進員の資質の向上
に寄与することができた。なお、今後も
地域組織活動への研修を実施していく。

0

高階公共施設に設置する児童・青少年
施設の運営等について、関係課と検討
を行なった。

- Ａ

地域住民のスポーツやレクリエーション
活動の場の確保を図るため、市内の小
学校及び中学校の体育施設を住民に
開放する。

Ａ-

保健推進員に対する研修会の開催及び
母子保健に関する情報提供などを支援
した。また、他の団体からの依頼によ
り、講座・講演等を実施した。

高階公共施設に建設予定の児童・青少
年施設の運営等について、関係課と検
討を行なった。

高階公共施設に設置する児童・青少年
施設の運営等について、関係課と検討
を行なった。

保健推進員に対する研修会の開催及び
母子保健に関する情報提供などを支援
した。また、他の団体からの依頼によ
り、講座・講演等を実施した。

0

0 0

-

-

（申請事由別に個別通知とともに、申請
書を郵送した）

0 0
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9 児童遊園 継続 13,723 青少年課

開館日数　３０８日 開館日数  ３０９日 継続して事業を進める 青少年課

利用者数　49,954人(個人任意 38,303人 利用者数   54,135人(個人任意41,811人 (東口児童館)

             集団指導11,620人、団体31人)              集団指導12,277人、団体47人)
集団指導内訳　 集団指導内訳 　　　　　　
・乳幼児/保護者 んなであそぼう1･2･3 ・乳幼児/保護者 みんなであそぼう1･2･3
　       実施回数66回、参加人数5,188人    　　　実施回数70回、参加人数5,828人
 　　　　他  10事業、実施回数 100回 　　     他  11事業、 実施回数 95回
              参加人数  5,319人              　参加人数  5,348人
・学　　　童　   つくってあそんで ・学      童     つくってあそんで
　　　   実施回数 13回 、参加人数 56人           実施回数 20回 、参加人数103人
         他  ５事業,  実施回数 78回           他  ４事業、 実施回数 70回
              参加人数 789人                参加人数  677人
・児童(17歳まで)   おもちゃの病院 ・児童(17歳まで） 　おもちゃの病院
         実施回数 12回, 参加人数 157人           実施回数 12回,  参加人数123人
         他  ３事業  実施回数 ３回           他  ３事業、 実施回数 5回
　            参加人数  111人                参加人数  198人
   合     計   ２１事業  実施回数272回   合      計   ２１事業   実施回数272回
  参加人数   11,620人   参加人数   12,277人

児童センターこどもの城開館日数302日 児童センターこどもの城開館日数302日 継続して事業を推進 青少年課

利用者数49,458人（児童館44,547人・プ 利用者数52,609人（児童館47,162人・プ （児童センター）

ラネタリウム4,848人・天体観測63人） ラネタリウム5,373人・天体観測74人）
実施事業等の内訳 実施事業等の内訳
・乳幼児親子活動   110回　7,880人 ・乳幼児親子活動　120回  8,704人
・学童自由参加活動   147回　2,178人 ・学童自由参加活動　 141回  2,188人
・学童登録参加活動  13回　　237人 ・学童自由参加活動　13回     275人
・学童クラブ活動  64回    821人 ・学童クラブ活動　 64回     810人
・体力増進指導活動　 399回　8,380人　 ・体力増進指導活動　399回  8,179人
・プラネタリウム 春夏秋冬ほか 4,848人 ・プラネタリウム　春夏秋冬ほか 5,373人
・天体観測　太陽黒点・月・星　  63人 ・天体観測　太陽黒点・月・星　 74人

11 青少年市民会議
継続

青少年の健全育成運動が、市民総ぐる
みで推進されるよう、関係団体と協働で
各種事業を実施した。

4,500 4,500 青少年の健全育成運動が、市民総ぐる
みで推進されるよう、関係団体と協働で
各種事業を実施した。

4,500 4,416 青少年の健全育成運動が、市民総ぐる
みで推進されるよう、関係団体と協働で
各種事業を実施する。

4,050 青少年課

・地区会議活動費助成　22地区 ・地区会議活動費助成　21地区 ・地区会議活動費助成　22地区
・モデル地区補助事業　　６地区 ・モデル地区補助事業　　７地区　9事業 ・モデル地区補助事業　　４地区
・青年海外協力隊激励　　３名 ・青年海外協力隊激励　　7名 ・青年海外協力隊激励　　7名
・健全育成市民大会　　４８０名参加 ・健全育成市民大会　　４８４名参加 ・健全育成市民大会　　６００名参加

12 青少年団体 継続 青少年課

・川越市青少年団体連絡協議会　加盟４団体 ・川越市青少年団体連絡協議会　加盟４団体 ・川越市青少年団体連絡協議会　加盟４団体

・川越市青少年相談員協議会 ・川越市青少年相談員協議会 ・川越市青少年相談員協議会

13 「子ども１１０番の家」 継続 青少年課

・青少年を育てる地区会議　１０地区 ・青少年を育てる地区会議　１２地区

600 500 600 600

14,513 13,890

571 564 461 453

54,345

青少年団体主催行事について、広報川
越に掲載をした。また、補助金を交付
し、活動の充実を図った。

17,792 17,383 地域の状況に鑑み、児童遊園を配置し
ていくとともに、遊具等の施設について
安全に利用できるよう整備に努めてい
く。

453

300

市内１８３箇所の児童遊園について、点
検及び地元自治会からの要望等によ
り、工事、修繕等の整備を実施した。
・新設　１箇所　　・廃止　３箇所
・工事　２箇所　　・修繕等　延べ４９箇
所

10 児童館機能の整備 継続

　市内１８６箇所の児童遊園について、
点検及び地元自治会からの要望等によ
り、工事、修繕等の整備を実施した。
・廃止　２箇所　　　・工事　２箇所
・修繕等　述べ７３箇所

A

A

青少年団体主催行事について、広報川
越に掲載をした。また、補助金を交付
し、活動の充実を図る。

A

A青少年団体主催行事について、広報川
越に掲載をした。また、補助金を交付
し、活動の充実を図った。

「青少年を育てる市民会議」を通じて、
子ども１１０番プレート作成等に補助金
を交付した。

「青少年を育てる市民会議」を通じて、
子ども１１０番プレート作成等に補助金
を交付した。

「青少年を育てる市民会議」を通じて、
子ども１１０番プレート作成等に補助金
を交付する。

21,799

57,370 55,168 56,138

A

Ａ

18,346 18,229 18,984 18,941

54,524
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14 青少年の体験活動事業 継続 青少年課

・市内中学生４４名 ・市内中学生４４名

15 非行防止活動 継続 青少年課

16 不登校児童生徒支援スタッフ事業 継続 不登校児童生徒の相談に応じるととも
に、家庭訪問や学習支援等を実施し
た。
・スタッフ１０名を２２校に配置
・活動日数　延べ１，６９４日
・相談件数　延べ５，１９２件

9015 8,984 不登校児童生徒の相談に応じるととも
に家庭訪問や学習支援等を実施した。
・スタッフ１１名を１１校に配置
・活動日数　延べ１，７６０日
・相談件数　延べ７，３６９件

9,916 9,810 Ｅ 終了 0 教育研究所

17 適応指導教室 継続 40 3 80 119 70 教育研究所

18 地域子どもサポート推進事業 拡充 生涯学習課

19 ブックスタート事業 継続 中央図書館

20 いないいないばあのおはなし会 継続 中央図書館

21 民生委員・児童委員研修会 継続 民生委員・児童委員研修 民生委員・児童委員研修 民生委員・児童委員研修 生活福祉課

　・初任者研修 　・初任者研修 　・初任者研修（総改選によるもの）
　・中堅者研修 　・中堅者研修 　・中堅者研修
　・主任児童委員研修 等 　・主任児童委員研修 　・主任児童委員研修

※参考　相談支援件数　２，３６４件 ※参考　相談支援件数　２，７５９件
22 スチューデントサポーター派遣
事業

継続 学生ボランティアが、家庭訪問等を通し
て、
不登校児童生徒を支援した。
・参加学生１９名
・活動回数　延べ１９２回

450 650 学生ボランティアが、家庭訪問等を通し
て、
不登校児童生徒を支援した。
・参加学生１５名
・活動回数　延べ１９６回

540 518 A 学生ボランティアが、家庭訪問等を通し
て、不登校児童生徒を支援する。
・１５名で対応予定

540 教育研究所

4,684

0 0 0 0 0

5,234 4,732 4,706 4,606

1,933 1,611 2,170 1,932

9,799 9,589 9,133 8,513

3,800 3,800 3,600 3,600

少年指導センターにおいて、少年補導
員を中心とした街頭補導活動を積極的
に行う。青少年の相談にも従事し、青少
年の非行を未然に防ぐ活動を実施す
る。

3,700

10,075

3,063市内14地区の地域子どもサポート委員
会と委託契約を結び、地域の実態に応
じ、特色を生かした取り組みを進めてい
く計画である。大きなイベントだけを行う
のではなく、継続して子どもたちをサ
ポートしていける取り組みを行うことを確
認している。
地域によって、スムーズにスタートでき
ないところもあるので、支援をしていく必
要がある。また、サポート事業の知名度
を高めていくよう、様々な機会で呼びか
けていくことが重要であると考える。

民生委員・児童委員研修を実施し、子ど
もに関する様々な問題に対応できるよう
努める。

４ヶ月健診会場等で、親子のふれあい
についてのメッセージを伝えながら、保
護者とあかちゃんに絵本を渡す。

「青少年を育てる市民会議」に委託し、
友好都市北海道中札内村を中心に、市
内中学生を対象にした「少年の翼」事業
を実施した。

市内全域14地区に「地域子どもサポート
委員会」を組織し、地域ぐるみの活動を
始めることができた。地域団体関係者、
ボランティアの方々、学校職員、公民館
等社会教育施設職員を加え、会議を重
ねる中で信頼関係を築き、地域啓発講
演会の開催、地域情報誌の発行、地域
人材の発掘と育成、子ども対象事業の
支援･実施など幅広い活動に取り組むこ
とができた。

民生委員・児童委員研修を実施し、子
育て、子供の地域生活等の相談・支援
活動の向上に努めた。

少年指導センターにおいて、少年補導
員を中心とした街頭補導活動を６８１回
実施した。１１件の少年相談にも応じ、
非行を未然に防ぐ活動を実施した。

４ヶ月健診会場等で、親子のふれあい
についてのメッセージを伝えながら、保
護者とあかちゃんに絵本を渡した。
３６回実施し、２，６４５組が参加した。

４ヶ月健診会場等で、親子のふれあい
についてのメッセージを伝えながら、保
護者とあかちゃんに絵本を渡した。
３６回実施し、２，５６６組が参加した。

０から１歳児の乳児と保護者を対象に、
読み聞かせと手遊びを行った。
３館合わせて４８回実施し、１，６５２組
が参加した。

民生委員・児童委員研修を実施し、子
育て、子供の地域生活等の相談・支援
活動の向上に努めた。

子どもたちの「生きる力」を育むために、
家庭、学校、社会教育施設（公民館）、
地域社会のネットワークの中で育てる主
旨から、相互に協働し実践を重ねた結
果、将来にわたり活動できる基盤ができ
たことが成果である。

A

Ｂ

「青少年を育てる市民会議」に委託し、
友好都市北海道中札内村を中心に、市
内中学生を対象にした「少年の翼」事業
を実施する。

「青少年を育てる市民会議」に委託し、
友好都市北海道中札内村を中心に、市
内中学生を対象にした「少年の翼」事業
を実施した。

少年指導センターにおいて、少年補導
員を中心とした街頭補導活動を７０４回
実施した。２４件の少年相談にも応じ、
非行を未然に防ぐ活動を実施した。

教育総合相談センターにおいて、不登
校児童生徒への、学校復帰を目指すた
めの学習支援や体験活動等を実施し
た。
・通室　小学生２人　中学生１０人

教育総合相談センターにおいて、不登
校児童生徒への、学校復帰を目指すた
めの学習支援や体験活動等を実施し
た。
・通室　中学生７人

教育総合相談センターにおいて、不登
校児童生徒への、学校復帰を目指すた
めの学習支援や体験活動等を実施す
る。
・通室　中学生７人

Ａ

A

Ａ

A

０から１歳児の乳児と保護者を対象に、
読み聞かせと手遊びを行った。
３館合わせて４８回実施し、１，４３９組
が参加した。

150100 59 100 50

０から１歳児の乳児と保護者を対象に、
読み聞かせと手遊びを行う。

Ａ
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　 〔網 掛 け〕　 重点施策

５－（４）　体験活動・交流の促進 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等
【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1 川越ＰＴＡ連合会活動 継続 生涯学習課

　

2 子育て体験学習 新規 総合保健センター

（１－（３）－３の再掲）　

　 　 　

3 継続 1,045 1,040 補助金の交付により、広報誌の発行や
視察研修の実施により子ども会活性化
に寄与している。また安全会費の補助
により加入者負担を軽減し、大幅な加
入率向上がみられた。

1,015 1,017 補助金交付により、団体の自主的活動
の推進を目的とする。また今年度以降
の保険業法改正にともなう安全会費の
値上がりには、新たに基金を設けるなど
の対応を促したい。

1,015 生涯学習課

4 地域人材活用事業 継続 学校管理課

5 中学生社会体験事業 継続 教育指導課
（２－（１）－２の再掲）

・参加生徒数　２，８４９人 ・参加生徒数　２，８３３人 ・参加生徒数　２８９９名（予定）
・協力事業所　　８０３社 ・協力事業所　　７８４社

6 生きがい活動支援通所事業 継続 霞ヶ関東小学校の空き教室を利用した １７年度に引き続き、利用者と在校生が 引き続き、利用者に小学生との交流を 高齢者いきがい課

デイサービスセンターを１クラスずつ在 交流した。利用者は小学生との触れ合 楽しんでもらうとともに、高齢者と触れ
校生が訪れ、利用者の高齢者と交流を いを喜び、小学生も体験談を真剣に聞く 合う機会が少なくなっている子どもたち
図った。交流内容は、歌、昔遊び（こま・ など、高齢者だから持っている知識・体 に交流の場を提供する。
おはじき）、体験談（戦争・原爆）など。 験に触れることができた。

7 体験学習（小学生対象） 継続 中央公民館

　２３講座　５７回 　２４講座　９５回
　参加者延べ１，１４６人 　参加者延べ３，１３９人

8 土曜体験教室 継続 学校週５日制において、子どもたちに豊
かな体験の場を提供した。

学校週５日制において、子どもたちに豊
かな体験の場を提供した。

学校週５日制において、子どもたちに豊
かな体験の場を提供する。

博物館

（２－（２）－１４の再掲）

22回　延べ1426人 ２１回　延べ1232人

9 子ども博物館教室 継続 子どもたちに博物館に親しんでもらうと
ともに、身近な川越の歴史や文化財へ
の理解や関心を深めた。

子どもたちに博物館に親しんでもらうと
ともに、身近な川越の歴史や文化財へ
の理解や関心を深めた。

子どもたちに博物館に親しんでもらうと
ともに、身近な川越の歴史や文化財へ
の理解や関心を深める。

博物館

（２－（２）－１５の再掲）

3回　　延べ142人 3回　　延べ98人

3,156 2,075 2,300

90

8,098 8,041 8,019 8,019 8,288

90 82 90 90 市内小中学校ＰＴＡの常置委員会の研
修を深め、ＰＴＡ活動の充実、推進を図
るためＰＴＡ運営講座を実施する。
総務財政委員会・広報委員会・環境保
健委員会・
学年学級進路委員会・成人教育委員会
（家庭教育学級運営講座）

予算額 決算額

1,344

-

市内小中学校ＰＴＡの常置委員会の研
修を深め、ＰＴＡ活動の充実、推進を図
るためＰＴＡ運営講座を実施した。
総務財政委員会・広報委員会・環境保
健委員会・
学年学級進路委員会・成人教育委員会
（家庭教育学級運営講座）

体験活動や多くの人とのふれあいを通
して、勤労観や社会性、自律心を養い、
豊かに生きる力を育むことができた。

補助金の交付により、広報誌の発行や
視察研修の実施により子ども会活性化
に寄与している。また安全会費の補助
により加入者負担を軽減し、加入率向
上により子ども会活動の充実が図られ
ている。
特色ある学校づくりを推進していくため、
指導体制を整え、多様な教育活動や体
験活動が展開されるようにした。
（３，０００円×５６校×４人）

川越市子ども会育成者団体連
絡協議会活動

子どもの自然体験や社会体験活動の振
興を促す事業を実施した。

№ 事　　業　　名

体験活動や多くの人とのふれあいを通
して、豊かな感性や社会性、自律心を
養い、豊かに生きる力を育むことができ

市内小中学校ＰＴＡの常置委員会の研
修を深め、ＰＴＡ活動の充実、推進を図
るためＰＴＡ運営講座を実施した。
総務財政委員会・広報委員会・環境保
健委員会・
学年学級進路委員会・成人教育委員会
（家庭教育学級運営講座）

目標 所　管　課予算額

体験活動や多くの人とのふれあいを通
して、勤労観や社会性、自律心を養い、
豊かに生きる力を育む。

1,344特色ある学校づくりを推進していくため、
指導体制を整え、多様な教育活動や体
験活動が展開されるようにする。
（３，０００円×５６校×４人）

Ａ

予算額

1,344 1,350

－

－

A

子どもの自然体験や社会体験活動の振
興を促す事業を実施する。

A

A

-

1,239 特色ある学校づくりを推進していくため、
指導体制を整え、多様な教育活動や体
験活動が展開されるようにした。
（３，０００円×５６校×４人）

Ａ

-

A

B

Ａ

今後も啓発活動を強化していく。

A

－ －

子どもの自然体験や社会体験活動の振
興を促す事業を実施した。

－ －

1,307 694

- -

学校からの依頼により、中学生を対象
に、子育て体験学習を随時実施した。

- - 学校からの依頼により、中学生を対象
に、子育て体験学習を随時実施した。

決算額

-

－ －

－ －

- -
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10 夏休み子ども体験 継続 夏季休業日を活用して、学校との連携
を図り、学校教育と連動した学習や体験
の場を提供した。

夏季休業日を活用して、学校との連携
を図り、学校教育と連動した学習や体験
の場を提供した。

夏季休業日を活用して、学校との連携
を図り、学校教育と連動した学習や体験
の場を提供する。

博物館

（２－（２）－１６の再掲）

3回　　延べ211人 4回　　延べ232人

11 昔の遊び 継続 昔のいろいろな遊びを体験することを通
して、当時の人々のくらしや文化に親し
む機会を提供した。

昔のいろいろな遊びを体験することを通
して、当時の人々のくらしや文化に親し
む機会を提供した。

昔のいろいろな遊びを体験することを通
して、当時の人々のくらしや文化に親し
む機会を提供する。

博物館

（２－（２）－１７の再掲）

2回　　延べ255人 2回　　延べ225人

12 海外姉妹都市交流事業 継続 市内中学校生徒を海外姉妹都市オッ
フェンバッハ市へ派遣した。

3,500 2,990 市内中学校生徒を海外姉妹都市セーレ
ム市へ派遣した。

3,500 2,890 市内中学校生徒を海外姉妹都市オッ
フェンバッハ市へ派遣する。

3,301 国際交流課

派遣人数　　引率４名・中学校生徒２２名 派遣人数　　引率４名・中学校生徒２２名 予定人数　　引率４名・中学校生徒２２名

　 〔網 掛 け〕　 重点施策

５－（５）　地域における子育て支援のネットワークづくり 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等
【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

1 「つどいの広場」 新規 保育課

（３－（２）－１の再掲）　

【１０箇所】

2 地域子育て支援センター事業 拡充 電話相談（毎週月・水・金曜日） 電話相談（毎週月・水・金曜日） 保育課
（５－（１）－５の再掲）　 育児相談（毎週月・水曜日） 育児相談（毎週月・水曜日）

子育て情報紙「わくわく」の発行　月１回 子育て講座（公民館と共催）
子育て講座（公民館と共催） 子育てボランティアの育成支援
保育ボランティアの養成 サークル支援・育成、その他の支援（講

サークル支援・育成、その他の支援（講 習会等）
習会等）・子育て情報紙の発行 【６箇所】 【５箇所】

　 　 【3箇所】
3 保育所による地域子育て支援事業 拡充 支援センター…下田保育園、バンビ保 支援センター…今成支援室、名細支援 支援センター…今成支援室、名細支援 保育課

　　　　　　　　　　育園、風の子保育園、 　　　　　　　　　室、下田保育園、むさし 　　　　　　　　　　室、下田保育園、むさし
（５－（１）－6の再掲）　 　　　　　　　　　　今成支援室、名細支 　　　　　　　　　の保育園、増美保育、 　　　　　　　　　　の保育園、増美保育、

　　　　　　　　　　援室 　　　　　　　　　バンビ保育園、風の子 　　　　　　　　　　バンビ保育園、風の子
つどいの広場…笠幡菜の花保育園、 　　　　　　　　　保育園 　　　　　　　　　　保育園
　　　　　　　　　　南古谷第二保育園 つどいの広場…笠幡菜の花保育園、南 つどいの広場…笠幡菜の花保育園、南
　　　　　　　　　　川越福祉センター 　　　　　　　　　古谷第二保育園、神明 　　　　　　　　　　古谷第二保育園、神明

　　　　　　　　　　町保育園、高階保育園 　　　　　　　　　　町保育園、高階保育園
【２８箇所】 　　　　　　　　川越福祉センター 　　　　川越福祉センター

【３０箇所】 【３４箇所】
拡充 子育て講座　　４３回（予定） 保育課

　　 　（公民館主催講座） 　  　　8回 サークル支援　３０回（予定）
サークル支援　　　　   　　　　　７２回 その他の支援（研修、講習会等）　未定

保育ボランティアの育成支援
拡充 総合保健センター

― ―

-- B

Ｂ

名細支援室（9:30-12:00  13:00-16:30）
月～金

今成支援室（9:15-12:00 14:45-16:30)月
～金

既に実施している川越福祉センターを
午後も実施した。
本年度２箇所開設する予定

１９年度より支援室の利用時間を延ばし
て実施する。

－ －A

―

６月から新たに高階保育園、神明町保
育園で事業を開始した。
                   【５箇所】

--

－

決算額

-

－

7月から川越福祉ｾﾝﾀｰ、南古谷第二保
育園、笠幡菜の花保育園（法人園）の3
箇所で事業を開始した。
                   【３箇所】

地域で活動している「子育てサークル」
に出向き、一緒に遊んだり、子育てにつ
いて話し合いする等、子育てが楽しくな
るようにサポートをした。また、新しく
サークルを作りたいお母さん方の相談
に応じた（年３３回実施）

保健センター、市内公民館等で活動す
る、子育てサークル等からの依頼によ
り、保健師・栄養士・歯科衛生士が会場
に出向き、それぞれのテーマに沿った
内容での講義、実習等を実施した。
・実施回数　１３回　参加者延べ４６６人

4 子育てサークルへの出前講座

目標№ 事　　業　　名

－ －

所　管　課

B

A

－ －

子育て講座
       （公民館と共催）5回コース8回

－ －

その他の支援、
      研修、講習会等 　　       　６回

予算額

A

Ａ

－ －

予算額 予算額 決算額

－ －

－

― ―

－

－ －

保健センター、市内公民館等で活動す
る、子育てサークル等からの依頼によ
り、保健師・栄養士・歯科衛生士が会場
に出向き、それぞれのテーマに沿った
内容での講義、実習等を実施した。
・実施回数　１３回　参加者延べ３８２人

－ － －

－

保健センター、市内公民館等で活動す
る、子育てサークル等からの依頼によ
り、保健師・栄養士・歯科衛生士が会場
に出向き、それぞれのテーマに沿った
内容での講義、実習等が実施できた。
今後も、講座開催の機会が増やしてい
けるよう、公民館等関係機関と連携を図
るとともに、子育てサークル等にも周知
していく。

－

－A

－
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5 子育てサークルへの施設提供 新規 中央公民館

6 子育てサロン事業 拡充 中央公民館

　１９講座　２４０回 　１９講座　２６１回
　参加者延べ９，１５５人 　参加者延べ１０，７２１人

7 子育てサポーター養成講座 継続 中央公民館

　２講座　１０回　参加者延べ１９２人 　１講座　６回　参加者延べ５２人

8 子育てネットワーク事業 新規 未実施 未実施 子育て支援課

　 〔網 掛 け〕　 重点施策

５－（６）　子育て情報提供の充実 〔進捗状況〕　Ａ：順調　　Ｂ：やや遅れている　　Ｃ：遅れている　　Ｄ：当該年度予定なし　　Ｅ：終了 (単位：千円）

平成17年度の事業実績 平成18年度の事業実績 平成18年度末 平成19年度の取組・課題等
【目標事業量に対する実績値】 【目標事業量に対する実績値】 の進捗状況 【平成21年度目標事業量】

拡充 総合保健センター

拡充 保育課

配布先→公的機関・子育てサークル・そ
の他

案内「お気軽にお越し下さい」
すこやか保育等

冊子利用案内～絵本、食事、遊び、ミニ
冊子、しおり等

子育てリーフレット「利用のしおり」 「子育てハンドブック」（表題未定）11月予

「離乳＆子育て初めてガイド」

拡充 総合保健センター

　

拡充 サークル支援　　年間５３回 サークル支援　　 保育課

（大人747、子ども935人参加）
内容→手遊び、ふれあい遊び、わらべ 内容→手遊び、ふれあい遊び、わらべ

　 　　　　　うた、集団遊び,ぺープサート、 　　　　　うた、集団遊び,ぺープサート、
　　　　　人形劇、パネルシアター、制
　　　　　作、エプロンシアター、大型
　　　　　絵本等

　　　　　人形劇、パネルシアター、制
　　　　　作、エプロンシアター、大型
　　　　　絵本等

00 0 0 0

2,254

125 175 80 96 80

1,530 1,490 2,101 2,041

0 0 0 0 0

子育てを支援する地域のサポーターを
養成した。

子育てサークルへの活動の場の提供を
行った。

公民館を会場に子育ての悩みや情報を
分かち合うサロンを開催した。

1 育児情報発信活動

公民館を会場に子育ての悩みや情報を
分かち合うサロンを開催した。

子育てサークルへの活動の場の提供を
行った。

№ 事　　業　　名 目標

子育てを支援する地域のサポーターを
養成した。

予算額

－ －

A2 育児サークル支援

決算額予算額

－ －

A－

所　管　課

子育てを支援する地域のサポーターを
養成する。

公民館を会場に子育ての悩みや情報を
分かち合うサロンを開催する。

子育てサークルへの活動の場の提供を
行う。

保健センター、市内公民館等で活動す
る、子育てサークル等からの依頼によ
り、保健師・栄養士・歯科衛生士が会場
に出向き、それぞれのテーマに沿った
内容での講義、実習等を実施した。
・実施回数　１３回　参加者延べ３８２人

絵本の貸し出し、教材の貸し出し等広げ
る。
又、手づくりおもちゃを紹介し伝える。

保健センター、市内公民館等で活動す
る、子育てサークル等からの依頼によ
り、保健師・栄養士・歯科衛生士が会場
に出向き、それぞれのテーマに沿った
内容での講義、実習等を実施した。
・実施回数　１３回　参加者延べ４６６人

45 61 A 川越子育てネットワークが作成した、
「子育てガイドマップ」などに情報提供及
び作成協力などの支援を実施した。今
後も積極的に情報提供・作成協力を行
う。

講座実施の機会が増やしていけるよう、
公民館等関係機関と連携を図るととも
に、子育てサークル等にも周知してい
く。

川越子育てネットワークが作成した、
「子育てガイドマップ」などに情報提供及
び作成協力をした。

42

－

－

－

－

053 川越子育てネットワークが作成した、
「子育てガイドマップ」などに情報提供及
び作成協力をした。

B

－－ －

－ － －

予算額決算額

D 実施に向けて、他市の状況を調査する。

Ａ

Ｂ

A

子育て情報紙「子育てわくわく」、子育て
リーフレット、各支援室の利用のしおり

子育て情報紙「子育てわくわく」毎月１回
発行（発行部数1,100部）

平成１７・１８年度と同様手遊びやわら
べうた等参加者に配布

31




